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名古屋グランパス ワイズメンズ クラブ
     NAGOYA YMCA 35-16 DAIKANTYO HIGASIKU  NAGOYA 460-0002 JAPAN

国際会長主題     「世を照らす光となろう」

ｱｼﾞｱ会長主題     「歳月はＹｓをワイズ（賢者）にする」

西日本区理事主題  「先頭に立ってワイズの光を輝かそうクラブで、地域で、国際社会で」

中部部長主題       「前へ！声を掛け合い！」

クラブ会長主題   「出会い、絆を大切に」

                                   2013 年４月号
          

―――――――――――＜今月の聖句＞―――――――――――

平和を保ちなさい。そうすれば、愛と平和の神があなたがたと共にいてくださいます。

                     エフェソの信徒への手紙４章１６節

  名古屋グランパスホームページ http://www5.ocn.ne.jp/~ysmen/

  

◎第一例会
と き：４月９日(火)

ところ：名古屋ＹＭＣＡ

時 間：１９：００～

「スリランカ訪問記＆クラブ総会」

ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ：高田君

今や国際ビジネスマンの高田君。スリラン

カに商機を見出しての訪問となりました。そ

の国の文化と歴史は商いにどう影響したの

か。お楽しみに。そして次期組織体制につい

て議論したいと思います。

◎第二例会
と き  ：４月２３日（火）

ところ  ： 名古屋ＹＭＣＡ

時 間 ：１９：００～

◎ＩＢＣ韓国訪問
と き ：４月１９日（金）～２１日（日）

場 所 ：韓国 仁川サンドルクラブ訪問

時 間 : 中部空港集合時間は別途

◎日和田ワークキャンプ
と き  ：５月３日（金）～４日（土）

場 所  ： 日和田キャンプ場

時 間 ：詳細は別途お知らせします。

◎東日本大震災から学ぶ講演会
と き  ：５月１１日（土）

ところ  ： 東別院ホール

時 間 ：１６：００～１８：３０

サポートお願いします。

３

月

例
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  例     会     出     席     状     況   B  F ポイント クラブファンド（３月）

在  席  者 14 名 第  1  例  会 11 名 当   月 ・ 切   手 ニコ BOXノート

例会出席者 12 名 第  2  例  会 9 名 当   月 ・ 現   金 感 謝 ファンド

当月出席率 86 % そ の 他 21 名 累              計 累          計

“TO  ACKNOWLEDGE  THE  DUTY THAT  ACCOMPANIES  EVERY  RIGHT”
＝強い義務感を持とう。義務はすべての権利を伴う＝

20１3 年４月例会ご案内

がんばれ日本 がんばるワイズ



    第一例会レポート      

日 時：２０１３年２月１２日（火）

場 所：名古屋ＹＭＣＡ

出席者 阿部、下村、服部、吉田、坂口、早川、高

田、荒川、松原、坂野、坂本連絡主事

ゲスト 正野忠之阪和部長、鈴木一弘名古屋東海ク

ラブ会長

                   坂野清治

去年の１１月にグランパスクラブで仙台ＹＭＣＡ

の案内で被災地の視察に伺った、報告会をさせてい

ただきました。

写真をスライドで順番に南三陸町の打ち上げられ

た大型船、防災庁舎、大川小学校、石巻の市街地等

の写真を見ながら阿部会長と吉田さんの解説で説明

しました。瓦礫はきれいに片づいて、何も無くなっ

ていますが、その後の復興が全く進んでいない事を

実感しました。その中で、仙台ＹＭＣＡが支援して

いる、亘理地区の岩佐いちご農園は見事に復活して、

出荷出来るようになっていました。

亘理地区は震災前は見渡す限りのいちご農園のビ

ニールハウスが出来ており、全国でも有数のいちご

の産地でしたが、震災後にいちご農園を再開してい

る農家はほとんど無く 岩佐農園の他には農家の共

同体で再開している１ヶ所のみで、しかも土が津波

による塩害で土壌改良に多額の費用がかかるため、

土を使わない栽培方法を取っています。

岩佐いちご農園は震災前と同じ土に根ざした栽培

方法を取っています、仙台ＹＭＣＡの要請で全国か

らボランティアが集まり、ビニールハウスの資材調

達から建設まで全て人海戦術で施工したとお聞きし

ています。

国からの補助金が１００億以上出ていますが、現

実的には全くいちご農園が再開出来ておらず、補助

金申請に多くの条件が課せられており全体の５０％

以上の農家が再開を断念して、生き甲斐を失って仮

設住宅で暮らしてみえるそうです。

その中で仙台ＹＭＣＡの支援でいちご農園を再開

出来たことは、他の農家にも希望を持たせる事とな

り、本当の意味での復興支援になるかと思いました。

その後、名古屋東海クラブの鈴木会長も被災地支

援に行かれた写真を見せていただき、福島の放射能

汚染されている状況と支援活動についての報告をし

ていただき、阪和部長も参加していただき有意義な

例会となりました。

議  事

会長主題 「出会い、絆を大切に」

議 案

１ 新年度方針

  「出会い、絆を大切に」

2 被災地支援プログラムについて

  ・震災支援イチゴ購入申込状況→グランパスと

して現在 30箱販売実績と報告有

  ・震災から２年となる 3月 12 日(火)例会で仙台

視察報告会実施→坂野、吉田より報告

  ・3/9(土)凧あげ、チャリティーウォーク参加報

告

服部夫妻、松原夫妻、早川、坂口、阿部 高

田参加

    ・5/11(土) 講演 陸前高田市市長

主催 名古屋クラブ、名古屋グランパス→

了承

支援金支出について→了承

3 IBC,DBC

  ・DBC 東稜クラブ→平成 25 年 11 月訪問(毎年

合同例会月とする)予定

  ・IBC サンドルクラブ３０周年及び当クラブ

20周年 4月 20 日(土)予定

・平成 25 年 4 月 19 日(金)～21 日(日)

サンドルクラブ訪問

・参加予定者 11名→航空券手渡済



・ホテル確認→手配完了

・航空券代支払→完了

４ 次時期中部部長について→継続審議

５ 東稜クラブ合同例会→平成25年11月訪問(毎年

合同例会月とする)予定

６ 7月一泊例会について→候補地承認

７ その他

・来年度以降、名古屋 5 クラブ合同例会の開催

検討→会長連絡会で継続協議

・前回例会開催費精算 別紙参照→承認 精算

完了

    野辺真葵様卓話経費精算

新幹線代 9,950 円×2(往復) = 

19,900 円

宿泊代         6,000 円

         合 計      25,900 円

既に支払済講師料 10,000 円

・会計口座について→継続協議

・2015 年アジア大会開催地、ホストクラブ立候

補について→立候補無し

・ブリテン原稿割り振り→振り分けメールにて

連絡有

2013 ﾁｬﾘﾃｨｰｲｳｫｰｸ＆希望の凧上げ

日 時：２０１３年３月９日（土）

場 所：名古屋市平和公園メタセコイア公園

出席者 服部、吉田、坂口、早川、高田、松原

               坂口功祐

3 月 9 日は我がクラブの奈良さんの呼びかけで「震災

復興を願い世界各地で凧揚げをする」イベントに阿部会

長、服部夫婦、松原夫婦、早川君、高田君、坂口で参

加

お天気の良い平和公園メタセコイヤ広場に 10 時集合で

各ワイズと Y スタッフが集合し一時間程チャリティーウ

オークを行って本番の凧揚げです

先ずは各自手作りで凧を作り各々の思いを凧に書き込

みました

さて凧揚げは弱い風の中苦戦しましたがなんとか揚っ

て大喜び、近くで遊んでいた子供も巻き込んで楽しい時

を過ごしました

その後は我がクラブがボランティアで作ってきた 30 人

前の豚汁を皆さんで頂き楽しいお昼ご飯となりました

暖かい日でしたが皆さん完食して下さいました ありが

とうございました

その後は我がクラブの吉田一誠君の呼びかけで「復興

支援で宮城や仙台の物産を皆さんで購入しよう」を紹介。

実際にイチゴや海産物の瓶詰め製品のサンプルも頂き

ました。これからの商品を皆さんで共同購入することに

なりました

仙台のイチゴ美味しいかったです

最後は「忘れない震災復興支援を」を合言葉に春の暖

かい平和公園で解散しました

来年も凧揚げするぞ～

                   早川政人

名古屋は大変暑く 汗ばむ陽気でした。参加者は

１５名ぐらいで少し がっかり・・・

約小１時間ウォーキングの後 早速凧の製作に取り

かかり凧揚げ開始 なかなか風が思った様に吹かず

苦戦しましたが楽しく童心に返り空を見上げては走

り 良い汗をかきました。



昼食はそれぞれお弁当持参で 春の風を感じながら

美味しくほお張り坂口兄の豚汁が非常に美味しく完

食しました。

和菓子の差し入れも有り満腹になりました。

東北のいちごをおみやげに頂き YMCA スタッフ及

び企画の担当のスタッフの皆様御苦労様でした。

又、次回も沢山の参加者を期待します。

      ＹＹフォーラム           

日 時：２０１３年４月２０日（祝水）

場 所：名古屋ＹＭＣＡ３Ｆ会議室

出席者 阿部、荒川、下村、服部、吉田、早川、

    松原

                  吉田一誠

正直に言いますと、YYフォーラムのあることはま

えから聞いていましたがあまり関心を持っておりま

せんでした。松原さんすみません！

東日本災害支援の Project として、被災地の産物

の購入、販売をクラブとして取り組むことがご承知

のように決まりました。具合的な行動の一つとして

とにかく名古屋 YMCA の人の集まる行事を利用して

販売することが手っ取り早いと考えていた中の一つ

として、YYフォーラムでもと思いついたのが関心を

持ったきっかけです。

YY フォーラムが今までどういう形でやられてい

たのか全く予備知識がないままに参加しましたが、

結論から言いますと大変すばらしく、こう言うこと

こそ今 YMCA やワイズがやるべきことで社会的な要

請も強いものであると強い感銘を受けました。企画

をされた皆さん、パネラーとして参加された皆さん

に敬意を表します。

高校生、大学生から高齢者（ワイズ？）までが一

堂に集い、共通のテーマで話ができる機会はなかな

かありません。その意味でも大変意義のある集いで

あったと思います。このようなフォーラムにより人

の絆が広がり、強まっていくことでしょう。

ただし、折角の機会でしたが、物品の販売という

ことでは何もできませんでした。気が付くのが遅す

ぎたと反省しております。しかしながらこのフォー

ラムの多彩な参加者のネットワークを活用すること

が出来れば我々がやろうとしている支援の Project

もさらなる広がりが期待できると感じました。フォ

ーラムが終わってから魚魚美でやったの打ち上げが



いつになく盛り上がったように思います。ぜひこの

活気を明日につなげていきたいものです。  

                       

   事業主任活動報告     

西日本区Ｙサ・ユース事業主任 下村 明子

グランパスクラブより有り難い活動支援金をいただき、

２月から３月にかけて、３部のＹＹフォーラムに参加

しました。２月１６日、西中国部のフォーラムが広島

ＹＭＣＡにて開催。今年創立７５周年を迎える広島Ｙ

ＭＣＡ、日本ＹＭＣＡ同盟島田総主事と広島ＹＭＣＡ

上久保総主事より発題があり、その後参加者でグルー

プディスカッション。ワイズとＹＭＣＡが共にこれか

らのＹＭＣＡを考える７５周年の節目にふさわしいフ

ォーラムでした。（詳しくは同盟発行４月号の「ＴＨＥ

ＹＭＣＡ」をご覧ください。）

（発題者：日本ＹＭＣＡ同盟島田総主事と広島ＹＭＣＡ上久保総主事）

フォーラムが終わった後、広島駅近くの赤ちょうちん

がぶらさがったお好み焼き屋さんで、島田・上久保両

総主事と桑田ワイズ（Ｙサ・ユース事業ユース主査：

福山クラブ）とおいしいお酒と広島の味をいただきま

した。せっかく遠くへ行ったのだから、簡単には帰り

ません(笑)。翌日午前中は桑田さんの案内で福山市鞆

の浦を駆け足で観光し、お昼前の新幹線で名古屋へ戻

り午後からの講義の仕事へ向かいました。

（桑田ワイズ、二日間お世話になりました。）（福山・鞆の浦で見た古い

おひなさま）

３月２日は阪和部のフォーラムが大阪ＹＭＣＡ会館

にて開催。先日例会にお越しいただいた、正ちゃんこ

と正野阪和部長（次期Ｙサ・ユース事業主任）とＹＭ

ＣＡリーダーＯＧらと共にランチをしてから会場へ。

リーダーとワイズとの交流がさかんな阪和部ならでは

の、リーダーが活躍するフォーラムでした。特にリー

ダーと元リーダーが繰り広げるパネルトークが大爆笑

でした。また、坂倉央輝さんと一緒に国際ユースコン

ボケーションに参加した奈良ＹＭＣＡリーダーの伊勢

さんからＩＹＣ報告がありました。そして、今回も簡

単には帰りません(笑)。中井ワイズおすすめのショコ

ラティエのお店でチョコレートドリンクを頂き、豊か

な気持ちで名古屋へ戻りました。

（パネルトーク・元リーダーのワイズも２名ほど）（正野さん、リーダ

ーになったきっかけは？）

（進行役のＹサ・ユース事業主査の中井ワイズも元リーダー）（伊勢さ

んによる報告）

翌日３月３日、朝６時に車で家を出て鳥取県米子市

へ、瀬戸山陰部ＹＹフォーラムが米子ＹＭＣＡ医療福

祉専門学校にて開催されました。母が米子に行きたい

ということで、親子での旅行です。午後から母は市内

観光へ、私はフォーラムの会場へ行ったのですが、ま

ずは会場に入ったとたんびっくり。実習用のベッドが

机になっているではないですか。はい、今回は医療福

祉専門学校の特色を生かした介護実習付きのフォーラ

ムなのです。先生は若さあふれる専門学校の卒業生。

ワイズメンが若者から作業療法や介護についての知識

を教わりました。さらにこちらも簡単には帰りません

(笑)。福永部長夫妻と米子クラブ連絡主事の竹井さん

と共に山陰のおいしいお酒を堪能し、翌日は母と一緒



に境港～松江～宍道湖をドライブ、岡山回りで友達に

会い夜遅くに名古屋へ戻ってきました。

（みんなでリハビリ体操）（卒業生である若い先生に教わり介護実習）

（元学校職員の福永瀬戸山陰部長は介護実習で大活躍）（米子から見た

大山の冬景色）

次回は中部ＹＹフォーラム以降の活動報告をしよう

と思います。

    ＹＭＣＡたより       

              連絡主事 坂本清則

ワイズの年度は 7月始まりですが、YMCA の方は一

足早く 4 月スタートです。今年度は組織も人事も、

体制を新たにしての出発となりました。

まず、法人の名称が「公益財団法人名古屋 YMCA」

となりました。これまでも名古屋 YMCA と表記してき

ましたが、法的にはあくまでも通称扱いでした。

これからは名実ともに名古屋 YMCA が正式名称とな

ります。

次に、総主事が交代して事務局体制が新しくなり

ました。加藤明宏氏に代わり、大阪 YMCA より招聘し

た中村隆氏が第 10代総主事に就任しました。

中村新総主事は 49歳。若さと行動力でこれからの名

古屋 YMCA を引っ張ってくれることでしょう。

これらに伴っていろいろな変更が行なわれていき

ますが、その都度お知らせをしていきますのでよろ

しくお願いいたします。

  そ の 他        

１．今月の誕生日

  
     荒川 恒子（２４日）

     早川 政人（２７日）

    

２．西日本区強調月間

４月度強調月間 ＹＭＣＡサービス ＡＳＦ

今ＹＭＣＡに必要とされているワイズの支援とは

何か。ともに考え行動しましょう。

下村明子Ｙサ・ユース事業主任

（名古屋グランパスクラブ）

３．例会等出席状況

No. 氏 名
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／
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／
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研
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会

／

1 阿部 一雄 ○ ○ ○ ○

2 荒川 恭次 ○ ○ ○ ○

3 坂口 功祐 ○ ○

4 佐藤 壽晃

5 信田伊知郎

6 下村 明子 ○ ○ ○

7 高田 士嗣 ○ ○ ○ ○

8 坂本 清則 ○ ○ ○ ○

9 服部 庄三 ○ ○ ○ ○

10 早川 政人 ○ ○ ○ ○

11 坂野 清治 ○ ○ ○ ○

12 松原 誠 ○ ○ ○ ○

13 三井 秀和

14 吉田 一誠 ○ ○ ○ ○

15

16

計
11 9 8 10 3

  

    


